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英国Worldwide Radiologyと連携し 

西アフリカにおける医用画像診断体制の強化を支援 
 

EIZO株式会社（本社：石川県白山市、代表取締役社長：恵比寿 正樹）は、英国のグループ会社

EIZO Limitedを通じ、医用画像診断へのアクセス向上に取組む英国の非営利団体Worldwide 

Radiology（以下、WWR）と連携し、ガーナ共和国およびガンビア共和国における医療機関の診断体

制の強化に取組みます。 

 

当社は、「映像」を通じた豊かな社会への貢献をマテリアリティの一つと位置付け、医療分野にお

いては、世界の医療の進歩に貢献する映像環境の提供や、医療・福祉の質と安全性の向上への

貢献を重要課題として事業を推進しています。 

今回のWWRと連携した取組みでは、医用画像表示モニター「RadiForce」シリーズを、デュアルモ

ニター環境で15セット（30台）寄贈するとともに、EIZO Limitedの製品スペシャリストによるトレーニン

グを実施し、ガーナおよびガンビアにおける画像診断体制の強化と人材育成を図り、画像診断環

境の持続的な運用・定着を支援します。これにより、画像診断へのアクセス改善が人々の生活に

大きな変化をもたらす地域において、画像診断の精度向上と迅速な医療提供につなげていきます。 

 

WWRは、現地パートナーとの長期的な協働を通じて、画像診断に関する教育、臨床支援、研究

活動の強化に取組んでいます。本取組みでは、当社の映像技術とWWRのネットワークおよび教育

プログラムを組み合わせることで、医療インフラと人材育成の両面において持続的な価値創出を目

指します。 

 

本取組みは、当社が医療分野に対し掲げる「Making Each Life Visual」の理念を体現するもので

あり、映像技術を通じて診断精度の向上を図り、患者中心の医療を支援します。 

 

 

■寄贈モニター導入施設について 

寄贈したモニターは、WWRのパートナー施設である、ガーナのKomfo Anokye Teaching Hospital

（KATH）、ガンビアのEdward Francis Small Teaching Hospital（EFSTH）、および同国のMRCクリニッ

クに設置されます。 

・Komfo Anokye Teaching Hospital（KATH） 

News Release 



 

約1,200床を有する中核病院であり、ガーナ国内に3か所ある放射線診断研修拠点の一つです。

同院ではこれまで2セットの読影設備を複数の医師で共有していましたが、今回8セットデュアル

モニターを導入することにより複数の放射線科医が同時に診断業務を行えるようになり、診断の

迅速化と教育環境の向上が期待されます。 

・Edward Francis Small Teaching Hospital（EFSTH）/ MRC Clinic 

EFSTHには5セットのデュアルモニターが導入され、若手医師の放射線研修プログラムを支援す

るほか、業務負荷の軽減に寄与します。また専門医が常駐しないMRC Clinicにおいても2セット

のデュアルモニターが導入され、遠隔による専門的支援の質の向上に寄与します。 

 

 

＜Worldwide Radiologyについて＞ 

WWRは、ボランティア主導の国際的な非営利団体であり、低・中所得国における高品質で地域特

性に適した医用画像診断へのアクセス向上を目的に、多様なソリューションを提供しています。さま

ざまな画像診断分野や医療分野の専門家からなる国際的なコミュニティを形成しており、多様な経

験と豊かな視点を強みとしています。同団体は、医療従事者の画像診断に関する知識と技能向上

のための教育の提供、患者ケア向上のための臨床サービスの支援、エビデンス基盤強化のため

の研究プログラムにも貢献しており、画像診断の重要性についての啓発活動や、専門家の知見共

有の促進にも取組んでいます。 

 

WWR Webサイト： https://www.worldwideradiology.org/ 
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